
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  第 1 回発明クラブが 9 月 20 日に始まりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２０年９月２０日、こども未来館の開館に合わせて今年
度の発明クラブ開会式と第一回の活動が行われました。 
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 ４００名近くいた応募者の中で選ばれた 72 名

が、今年度、発明クラブ員として指導員といっし

ょに活動していきます。開会式に出た子ども達は

これからどんな活動をするのか期待で胸がいっ

ぱいだったと思います。会長の加藤教育長からも

励ましと期待の言葉をかけていただきました。 

 今年度からのクラブ員は道具箱作り 

 昨年度から継続のクラブ員はゲルマニウムラジオ作り 

 久しぶりにハンダ付けをやったけど、前と同

じであまり上手にできなかった。でもラジオの

音が鳴ったときはうれしかった。 

 のこぎりで木を切るとき、 初はうまく切

れなかったけど、切るうちにどんどんうまく

なってきた。トンカチで釘を打つたびにうま

くなってうれしかった。 

第２回 発明クラブ 10 月 11 日 

５，6 年生 空き缶運びロボット作り開始 

4 年生 風の力を利用したプロペラ作り 

紙トンボでも横に飛んだり、縦

にとんだりして、天井に届いて

しまうなんてすごい。どんな工

夫がしてあるのか。 
 モーターとコードをハンダ付けしなくて

も、カバーでつける事を初めて知った。なる

べく細かくしないとカバーに入らない。 

 私は組み立てが苦手だけど、ペ

アの人といっしょにやったら安

心して楽しく活動できた。 

 ４年生は、風やゴムの力を利用するプロペラを牛乳パックやヨ

ーグルトのカップを使って作りました。５・６年生は二人で協力

して、空き缶運びロボット作りを始めました。 

4 年生 
 24 名 
5 年生 
 24 名 
6 年生 
 24 名 
計 72名

 
指導員 

26名

NO,  1

 羽根の向きで回転が

違ってくるんだね。 
 ヨーグルトのカップ

の丸みが羽根を作るの

にちょうどいいんだ

ね。 

・ プロペラ飛行機作り 
・ 空き缶運びロボット制作開始 

・ 道具箱作り 
・ ゲルマニウムラジオ作り 



 

 第 3 回 発明クラブ 11 月 15 日 
  4 年生チームはペットボトルロケット作りに挑戦しました。これは 4 年生の理 

科、閉じ込めた空気及び水に力を加え、そのかさや圧し返す力の変化を調べ、 
空気及び水の性質について考えをもつようにする学習にでてきます。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5 年生・6 年生チームは先月に引き続き、空き缶運びロボットの完成に向けて、難しい部品の組
み立てに奮闘しました。子どもたちは説明書を見ながら、自分たちで基本部分を作ります。一つ一
つの部品を間違えないように組み立てていきます。一つでも間違えるとこのロボットは動きません。
みんな真剣です。 
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NO, ２

 どうしたら遠くにとぶのか

な？ 
 ・水を多くする？ 
 ・羽根を大きくしたら？ 
 ・尾翼は大きい方がいいのか

小さいほうがいいのか？ 

 少し、ギアをミスっ

たけれど直したら、動

いたよ。 

 力を合わせてやると、早くロボット

ができるね。 

 ペットボトルロケットはすごい飛んでび

っくりした。家で飛ばしてみたいな。 
でも、飛ばす度に壊れるので、羽根をも

う少し曲がらないしっかりした材料を

使うといいのかもしれない。 
先端の紙コップも他の材料を使っ 
たらどうかな。 

 ネジをつけ

たり、場所を決

めたりするの

が難しい。次回

はもっと工夫

しないと。 

 一度、ロボットを走らせてみたが、片方のタ

イヤが回らなかった。もう一度、設計図通りに

作り直したけど、今度は、速さが遅くなってし

まった。どうしよう。 

 子どもたちは、作り方が分からなくな
ると指導員のアドバイスを受け、次の作
業に進んでいきます。学校の中ではなか
なかできない試行錯誤しながらの制作を
進めていきました。 

・ ペットボトルロケット作り 
・ 空き缶運びロボット 持ち上げ部分の企

いいぞ、その調子で進めて

いけば。  指導員
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第 4 回 発明クラブ 12 月 21 日 

 豊橋技術大学の学生さんが作ったいろいろなロボットを見せてもらい、どのような
仕組みで動いているのか興味津々で見ていました。 
 ５・６年生グループは、このロボットを参考に、自分たちのロボットでどうやって

回転している力がこ

のギアを切り替えて、前

後の動きに変わるのか。 
つかむ、持ち上げるの

はこのベルトを使って

やっているんだ。 

さすが、大学生、すごい仕組みをかんがえる

な。 
ピンポン球をつかんで運ぶ仕組みは、自分た

ちの作品にも生かせそうだ。 
リモコンで操作できるんだ。こんなの作って

みたいよね。 

 4 年生グループは、先月のペットボトルロケットに、もっと遠くに飛ぶような工夫を重ね、
もう一度飛ばしてみました。その後、いよいよ発表会に向けて「動くおもちゃ」作りの基と
なるゼムクリップと磁石を使ったモーターの仕組みを学習しました。 

水の量を半分に

したら遠くに飛

んでいった。 
どうしてかな？ 

 エナメル線を半面だけ削るとそこ
に電気が通って、切れる、流れると
いう動きがうまれて、モーターが回
転するんだね。 

 わかった。学校

で、空気は押し縮

めると外に逃げ

ようとする力が

働くことを習っ

たから、その力で

遠くにとばすん

だね。 

来月はどんな動くおもちゃができるのでしょうか。子ども達のアイデアが楽しみです。

 

・ ペットボトルロケットの再検証 
・ 手作りモーター作り 
・ 空き缶運びロボット 持ち上げ部分製作開始

持ち上げ方をどのように

しようか。箱形？磁石？リ

モコンがうまくつかえるか

なあ。 

空き缶を持ち上げるのかを考えました。ここ
が今回のロボット作りのポイントです。 
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第 5 回 発明クラブ 1 月 17 日

栄小学校 4 年生 
 高柳君の設計図 

技科大のお兄さんが図に書いて構造を説明してくれました。

 始めはその場で

足踏みだけしかし

なかったけど、こ

れでロボットらし

い足の動きになる

んだ。 

モーターの回転の

動きを前後の動き

に変えるのはこう

すればいいんだよ。

 4 年生は、3 月の発表会に向けて、モーターで動くおもちゃの作品作りが始まりま
した。12 月のゼムグリップと磁石を使ったモーターの仕組みが分かったので、それ
を応用してロボットやオーバークラフトなど、一人一人が考え設計図を描きました。
できた子から早速、材料を選び、制作に入りました。 

 ５．６年生は 3 月の缶運び競技会でいい成績がとれるように二人で話し合いながら
制作を続けました。 

大学の人は、何かを接着したりす

るときのアイデアが次から次へと

でてきてすごく助かりました。お

もしろくなってきたので、がんば

ってパワフルなものを作りたい。

 つまみ上げるのはで

きたけど、ちゃんと落

とす方法がいっぱいあ

って、どれをつかえば

いいのかな。大学の人

に聞いてみよう。 

 この日は豊橋技術科学大学の学生さんが２
名来てくれて、子ども達が作業に行き詰まる
と、アイデアをだして、分かりやすく教えて
くれたので、作業がスムーズに進んでいきま
した。 

ありきたりのパターンと少し違う

ので、完成が楽しみになってきた

ね。 

・ モーターで動くおもちゃ作り 計画・制作 
・ 空き缶運びロボット 持ち上げ部分製作 

技術大生のアドバイス 
早速、製作を開始する子 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

豊
橋
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ 

発
明
ク
ラ
ブ
だ
よ
り 

 第 5 回 発明クラブ 2 月 21 日 

発表会・競技会めざして 

・ 発表に向けての動くおもちゃ作り 
・ 空き缶運びロボットの持ち上げ部

分の 終調整 

 4 年生グループは、自分で考えた動くおもちゃの完成をめざして一生懸命がんばりまし

た。自分の思うような作品に仕上がっていく子もいれば、設計図どおりいかず、苦戦して

いる子もいました。 

足を動かす仕

組みが分かっ

たけど、難しい

モーターだけでこん

なロボットができる

んだ。電池のスイッ

チを付けたり、体の

中を作ったりするの

が難しい 

羽根をもっと大

きくしたら、浮く

ようになるから。

羽根の力と空気

がでる穴の大き

さのバランスが

難しいね 

歯車の真ん中

から少しずら

して次の歯車

をつけると、

がたがたしな

がら進んでお

もしろい歩き

方をするんだ 

うまく動い

てくれるか

な 自分のイメージどおり動きだすおもちゃを作ることは、簡単ではあり

ません。これらの試行錯誤がとても大切な体験になることでしょう。 

 ５．６年グループはいかにして缶を持ち上げて運び、ケースの中に入れられるかを工夫して
います。何回もためしてみては改良を重ねていました。箱ですくいあげて運ぶ、磁石にくっつ
かせ運ぶ、電磁石を利用するチームもいました。それぞれ利点、弱点があり、どのチームが優
勝するのか楽しみになってきました。 

シャベルを作るとき、すくう

部分を細かくしたから、うま

くすくえたけど、落ちないよ

うに運ぶのが難しい。ケース

までの坂が上れないのでキャ

スターのゴムを工夫しないと

いけない。 

 リモコンの操作は難しいけ

どだいぶ慣れてきて、できる

ようになったね。これで一度

うまくすくえるかためしてみ

よう。 

角度を調整するのが難しい。向きを

変えるときは両方使うほうが速く

回る 

電磁石がつながらなくて、苦労
した。原因は接触にあった。こ
んな小さなことで 10 回以上直
した。やっと動いたときには、
地獄から抜け出たようだった。

こんな声も

 完成できなかったチームは

3 月 7 日 3 月 14 日にがんば

りました。 

NO ５ 
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みなさんが今までに

作り上げた作品を楽しみ

に見させてもらいます。

半年間でしたが、工夫と

努力を重ねてきたことと

思います。そういう力が

これからの生活の中に生

きてくるでしょう。 

 みなさん、この発明クラブに参加して、３つのこと

ができるようにしてください。 
１、 何にたいしても興味をもつこと。 
２、 どのような仕組みで作られているのか、理

論を知ること 
３、 作品を作り上げる技術を身につけること。 

 ３月２１日 こども未来館で今年度の作品発表会が加藤教育長、佐原市長さんをお迎

えして開かれました。発明クラブ員の多くの保護者のみなさんも参加し、工夫や苦労し

て作った作品を見ていただきました。 

 ４年生は自分たちの作った作品の工夫したところや苦労したところなどを次々に発表していきました。審査

員の方々は一つ一つの作品を食い入るように見て優秀作品を決めていきました。 

審査の結果   アイデア賞  おめでとう！ 
 高柳 敦雅君  「トコトコかえる」 
 堀田 未唯さん 「モーターで作った走るロボット」 
内藤 孝穂さん 「笑顔でにこにこコーヒーカップ」 
宗田 桃佳さん 「動く象」 

 ５・６年生はチームをつくって、自分たちのロボットで空き缶運び競争です。 

このチームで協力して、一つ

でも多く缶を運べるようがん

ばります。 

 缶を持ち上げる所が磁石だった

り、箱だったり、いろいろ工夫があ

っていいですね。 

ゆっくり、持ち上げて、進行にリモコ

ンを入れて、あ！落ちた。もう一度チ

ャレンジしよう。 

 結果発表です アイデア賞 おめでとう！ 
Ａ１ 久世・下谷チーム  Ｄ１ 朝倉・中神チーム 
Ｄ４ 杉浦・林 チーム  Ｆ４ 川澄・芳賀チーム 

上に付けたお花がゆっくり

回転するように工夫したか

ったけど、まだ速く回って

しまいます。次回この点を

直したいです。 

 何度も失敗を繰り返

して、途中でわからなく

なったが、あきらめない

でよかったです。 

激戦を勝ち抜いて、缶運び大会で優勝したのはＢチーム（稲田・鈴木・佐藤・山内・大木・内藤・岩瀬・杢野）

運んだ数は９個 チームワークの勝利でした。よくがんばりました。おめでとう！    


